
JP169神子元島（みこもとじま） 

静岡県：下田市 

位置 N 34°34′ E 138°56′ 

面積 14ha 

 

環境構成【島嶼／崖地】 

神子元島は、伊豆半島の沖、下田港から約 10㎞に

ある、周囲約 4㎞、標高 33mの無人島である。樹

木は無く、一部にスゲ類などの草本類が茂る。島

の中央には、文化財にもなっている神子元島灯台

と石垣などの灯台の付属施設がある。周辺海域は

岩礁が多く、釣りやダイビングのスポットとして

知られる。カンムリウミスズメの繁殖が確認され

ているが、近年は営巣数が減少していると考えら

れる。 

 

選定理由 

A1 カンムリウミスズメ 

 

保護指定 

サイトの全域（90％以上）に法的な担保がある。 

＜保護指定の内容＞ 

富士箱根伊豆国立公園（第二種特別地域） 

＜その他＞ 

国指定天然記念物 

 

保全への脅威 

・神子元島で繁殖しているカンムリウミスズメの採餌海域で洋上風力発電の建設計画

があり、生息地放棄が懸念される。 

・釣などで訪れる人が残した食べ物や撒き餌などのゴミが、元々は島にいなかったカ

ラス類を誘致し、カンムリウミスズメを捕食、個体数減少の一因となっている。 

・カンムリウミスズメの営巣地への人の立ち入りによる繁殖かく乱が懸念される。 

 

 

写真：山本裕 

http://www.wbsj.org/nature/hogo/others/iba/judge/index.html#A4i


鳥類の個体数、生息環境の現状 

・IBA基準種の個体数のカウント調査実施の有無：有 

・IBAエリアの保全管理計画の有無：有 

 

 

保全活動 

・環境管理：実施者（公益財団法人日本野鳥の会） 

 内容：カンムリウミスズメの営巣環境を回復するため 2010年より人工巣の設置に取り 

組んでいる。 

・環境教育活動：実施者（下田市、公益財団法人日本野鳥の会） 

 内容：下田市教育委員会が、（公財）日本野鳥の会に依頼し神子元島の自然とカンムリ 

ウミスズメの保護活動についての講演を開催 

・モニタリング調査：実施者（公益財団法人日本野鳥の会） 

 内容：カンムリウミスズメの人工巣の利用状況調査、上陸しての繁殖状況調査、洋上 

での個体数調査を実施 

 

IBA サイトの保全に関係する地域のグループ 

なし 

 

＊神子元島の周辺海域は、マリーン IBA（Marine Important Bird and Biodiversity 

Areas：海鳥の重要生息地）に選定されています。 

詳しくはこちら http://www.wbsj.org/activity/conservation/habitat-conservation/miba/ 

 

リンク 

（公財）日本野鳥の会・神子元島でのカンムリウミスズメ人工巣設置：

https://www.wbsj.org/activity/conservation/endangered-

species/sw_hogo/sw_experiment/ 
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